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＜試しの活動での生徒の書いた英文と振り返り＞ 

  

 

 

  

 

 

 



＜英単語 Bingo を用いた、新出表現の知識、技能を定着させる活動＞ 

 
① 英単語や表現の読み方を確認したり、綴りを覚えたりすることを目標とした、ビンゴ

ゲームを行う。 

 

② ワークシートに掲載された英単語や表現を使い、条件に従って英文を作る活動を行

う。 

 (1) できるだけたくさん単語を使って正しい英文を作る。 

   例）I can swim in the sea . 

          For example , I use a computer too . 

 (2) 教師の指定した英単語や場面、状況に従って英文を作る。 

   例）自己紹介、can → I can play the piano . 

     相手に質問、speak → Can you speak French ? 

 

③ 初級者向けの英英辞典を使い、ワークシートに掲載された単語の意味について書か

れた英文を聞いたり、読んだりして、どの単語のことかを当てるクイズに取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜教科書の内容理解を目指した、音読を中核に据えた活動＞ 

① 教科書 CD を聞きながら本文を黙読する。 

② 教科書の内容について、あるいは、それに関する生徒自身のことについて、教師の英

語での質問に生徒が英語で答える活動を行う。 

③ 新出単語の発音、意味、綴りを確認する活動を行う。 

（タブレット PC でフラッシュカードアプリを活用する。） 

④ 教師の範読を聞いて生徒がリピートする。（ゆっくり） 

⑤ 徐々に速度を上げたり、区切りを減らしたりしながら、教師の範読をリピートする。 

⑥ ダイアローグの場合、パートごとに分かれて発音練習をする。 

⑦ 日本語の意味を英訳しながら音読する。 

⑧ １～２分程度、個人で場面や状況を意識しながら音読練習をする。 

⑨ 生徒だけで音読をする。 

⑩ Read and Look up を行う。 

⑪ 暗唱読み（教科書を見ないで、英文を聞いて英文を読む）を行う。 

⑫ 暗唱読み（教科書を見ないで、日本語訳を聞いて英文にする）を行う。 

⑬ ピクチャカードを用いて、英問英答でのやりとりをしながら復習をする。 

※ まとまった量の英文を読んで内容を理解するページでは、後半の音読の活動を減ら

す。その代わり、限られた時間で大まかな内容をつかみ取る速読を重視して取り入れて

いき、英問英答や要約、Retelling などを生徒の実態に応じて取り入れていく。 

 

＜Small Talk＞ 

① 教師のモデルを聞き、トピックを予想させる。 

② 全体でトピックを確認する。 

③ 教師のやり取りをモデルとして提示し、英語が苦手な生徒にどのような表現が使え

るかを示す。 

④ 実際に生徒同士でトピックに従って会話をする。 

 その際、一問一答のやり取りにならないように、反応や相づち、質問、＋１の情報を入

れながら、会話が充実するよう支援する。 

⑤ 教師が生徒のよく使えていた表現を全体で取り上げ、生徒が使える表現の種類を増

やせるように支援する。 

⑥ パートナーを代えながら、会話を繰り返す。 

⑦ ④～⑥の流れを３回程度行ったら、教師との会話にチャレンジする生徒を募集する。 

⑧ 時間があれば、トピックに対しての自分の答えと意見や考えを交えた英文を書く活

動を行う。 

 

＜Bridge の活用について＞ 

① タブレット PC で QR コードを読み取り、英文を聞かせる。 

② 教師が英文を読むのを聞きながら、Bridge の英文を目で読み、内容を理解する。 

③ 本文の内容についての質問である、Check に取り組む。 

④ 内容をトピックとした Small Talk と考え、Talk の活動に取り組む。 

※ あくまで各ページの目的、状況、場面を優先して単元に組み込むようにし、文法事項

を指導するような活用はしない。 



＜生徒のシンキングツールを活用した自分の考えのまとめ例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



＜生徒が前時に書いた自分の得意なことを紹介する英文の例＞ 

 

 

 
 

 

 



 

 


